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を拝命致しました。就任のご挨拶に

替えて、MRS活動について、私の

研究体験等を踏まえて、主に若い会

員の方々に向けて、思うところを述

べます。

MRSのミッションは、先進材料

に関する科学・技術の専門家の横断

的・学際的研究活動を通じて、その

学術・応用研究及び実用化の一層の

進展を図ることです。近年、技術革

新と新材料創製とが車の両輪で急速に進展しています。また、現

在人類が直面している環境・エネルギー問題等、従来型の学問分

野が複雑に絡み合った多様で困難な問題を解決し、持続可能な経

済社会と安心・安全な生活を得るためにも、新材料、新素材の発

展が強く求められています。このような新材料の研究開発に当た

っては、材質・用途別や産業諸分野の縦割的区分を超えて、横断

的、学際的にあらゆる分野の専門家が連携協力することが不可欠

です。

この基本的認識については、多分異論のないところですが、私

自身の研究半生を顧みると、P.Anderson、N.F.Mottらがノー

ベル賞を得た年に大学院を卒業して以来、「材料科学」のあり方

は、そう簡単に割り切れるものではありませんでした。因みに、

私の大学院の研究テーマは「不規則半導体の金属・非金属転移

（Anderson局在など）」でした。今でこそ認知されている「材料

科学」という包括的な呼称自体も、昔から一般的であった訳では

ないし、「横断的・学際的」というと、半端学問という懸念が裏

腹で存在します。逆に今でも、縦割り学問分野を学習することは

必須という気がしています。大学受験のときに「職業としての学

問」（Max Weber著）を読んで以来、理学的な学問と、社会や

実践的研究との関係に今なお悩み続けています。私は旧国研で育

ってきたため、一貫して実践的研究を期待されつつ、約5年周期

で、応用基礎研究から大型化研究へ、逆に基礎研究、ナノテク研

究へ、と循環的に推移してきており、時代認識は決して恒常的で

はありませんでした。近年は、大学も含めて多くの研究機関が独

立行政法人化し、従来型の棲み分けに安住することは許されなく

なり、「横断的で役に立つこと」と「学術的に深化すること」と

いう二律背反かもしれないことを、同時に求められる時代になり

ました。また、研究機関の差別化や研究個人主義の追求は競争を

激化させています。

さて、このように困難な時代に、日本MRSは何をすべきで、

何が可能なのでしょうか？

私自身、MRS活動にお世話になってきました。研究所入所当

時は、国のニーズとして原子力研究があり、元の専門とは違う金

属構造材料の照射損傷の研究を命じられました。若かったことも

あり、熱意を傾けて日夜実験を行いました。やっと何となく材料

損傷が多少わかり、大型加速器も整備できたとき、時代が転換し

て、基礎的・機能的な研究が重視されるようになり、1995年頃

には原子力から「戦力外通告」を受けました。そこで私は、それ

までの経験と道具立てを生かすことを考え、行き着いたところ

が、「イオンビームによる金属ナノ粒子の創製と超高速・非線形

光学」という方向でした。まさに学際研究です。その当時はプラ

ズモニクスという言葉もなく、既存の国内学会で発表するものの

議論が嚙み合わず「醜いアヒルの子」状態でした。そこで我が国

で唯一に近いパルスパワーによる材料改質を研究されていた八井

浄先生らを誘って、イオンビーム工学と新材料研究の学際的シン

ポジウムを日本MRSに恐る恐る提案したらあっさり認められ、

常連の仲間の先生方も増えて、いまや生体材料のイオン照射やイ

オンによるナノファブリケーションを中心にユニークなコミュニ

ティになっています。それ以来、MRSが IUMRSなどと国際的

に繫がっていることもあり、外国の研究仲間が広がり、加速器の研

究と産業への応用国際会議（2006、Fort Worth）やMRS 2007

春期国際会議（2007、San Francisco）、ナノ会議（2007、Hunt-

zville）等でイオンビームによるナノファブリケーションのシン

ポジウムを仲間と一緒に組織するなど、学際域を楽しむことがで

きるようになり、プロジェクトを進めるのにも役立っています。

このように、日本MRSは大きなものは提供できませんが、参

加型のコミュニティ、フレンドリーな舞台を提供します。皆さん

にお神輿を提案して頂き、お神輿を担いで頂くのも皆さんです。

MRSには、固い権威や偏見がなく、材料科学の前に自由平等

で、良い意味で「何でもあり」です。「この指とまれ!」で、独

りでシンポジウムを提案して、参加者一人から始めましょう。ま

た、一人一人は蛸壺型研究者であっても、仲間ができて横断と深

化という二律背反的命題が解決され、バランスの良いプロジェク

トを造ることができます。MRS活動に積極的に参加して頂くこ

とで、世界に良い仲間ができ、きっと答えが見つかります。
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温暖化問題に対応する低炭素社会の実現に向けて、東京ガスは
エネルギー供給会社として率先して新エネルギーの普及に向けて
様々な技術開発を行っております。また、一方でガス事業を営む
上で避けられないガスの工事に関する環境問題への取り組みな
ど、事業のあらゆる場面で環境問題を意識した研究開発、技術開
発を行っております。今回はその中でも、一昨年横浜市鶴見区に
リニューアルした新しい研究所（横浜研究所）での取り組みのい
くつかについてご紹介いたします。

1. バイオマスエネルギー

横浜研究所では、長年培ってきた技術を活かせるという意味
と、東京ガスの様々な顧客ニーズがあり、特にバイオマスに関し
て積極的に取り組んでおります。発酵や熱化学的なエネルギー変
換技術や、生成したバイオマスエネルギーの利用技術を中心に研
究開発を行っています。代表的な取り組みとして、新エネルギ
ー・産業技術総合開発機構さんと共同で2つの実証事業（下水汚
泥を利用したガス化システムに関する実証試験事業、使用済み
「きのこ培地」を利用するガス化熱利用技術開発事業）の実施や、
環境省の実証試験事業のプロジェクト（生ごみ等廃棄物系バイオ
マスからの高品質エネルギーのカスケード利用技術開発）を実施
しています。一例として、環境省の実証試験「生ごみ等廃棄物系
バイオマスからの高品質エネルギーのカスケード利用技術開発」
について以下にご紹介します。
本実証試験では、水分が多く焼却に向かない生ごみをバイオマ

スとして有効利用するために、バイオエタノールとバイオガスを
同時に回収する技術を実証し、従来のメタン発酵のみによるバイ
オガス回収方法と比較して、より高効率で高付加価値の再生可能
エネルギーを回収するシステムの構築を図ることを目的としてい
ます。併せて、実証試験施設の見学などを通じて、地域住民の環
境問題への関心を高めることや、環境教育への貢献を図ることも
目的としています。
⑴ 実証試験の概要
東京都江東区内の小中学校給食ごみを主体とした生ごみ（1日

当たり200kg）を粉砕し、酵素を加えて糖化します。これによ
り生ごみ中に含まれるご飯やパンなどの炭水化物が糖に変わりま
す。糖化した生ごみは搾って液分と固形分に分け、液分について
は、発酵によりバイオエタノールを回収し、残りの固形分やエタ
ノールの蒸留廃液等からは、バイオガス
を回収します（図-1）。
本実証試験は規模が小さいため、回収

されたエタノールは学校教育用などに利
用していただいています。バイオガスは
発電（9.9kW）・ボイラで利用して、施
設内の機器の運転やエタノールの蒸留に
用いるなど、地産地消の実現を図ってい
ます。
⑵ バイオエタノールとバイオガスの
回収量

回収量は、ごみの性状によりますが、
1日当たり、バイオエタノール（濃度
90%以上）5リットル、メタンガス20

m 程度を目標としています。
⑶ 実施場所
東京都江東区清掃事務所及び江東区環

境学習情報館“えこっくる江東”の敷地
内です（東京都江東区潮見1-29-7）。

2. ホロニックエネルギーシステム

将来の新しいエネルギーの供給形態と

して、分散電源と電力系統を有機的に統合して効率良く運用す
る、エネルギーシステムの全体最適の発想に基づいた研究開発に
取り組んでいます（ホロニック：ギリシャ語で「個と全体の有機
的な調和」を意味する）。
ホロニックエネルギーシステムは、コージェネレーションなど

の高効率エネルギー変換技術の導入に加え、太陽光・風力・バイ
オマスなどの再生可能エネルギーを天然ガスと組み合わせて安定
的に利用し、電力・熱エネルギーを地域内で面的に融通しながら
最適に活用することにより、省エネルギー・CO 削減に貢献し
ます。また、分散電源が再生可能エネルギーの変動を補完するこ
とで電力系統との調和を図ると共に、災害時などには独立した地
域系統として都市におけるエネルギーセキュリティーの向上にも
有効なインフラストラクチャとなります。
東京ガスは、ホロニックエネルギーシステムの実現に向けて横

浜研究所に約100kW の多種分散電源から構成されるマイクログ
リッド試験設備（図-2）を構築し、実証研究を行っています。
2007年度の評価では、本マイクログリッドの導入によって、一
次エネルギー消費量15%、CO 排出量25%の削減効果が検証さ
れました。また、停電模擬試験においては、ガスエンジン3台、
蓄電池、太陽光発電および電力負荷を優先度別にON・OFFす
るデマンドコントローラーを組み合わせた自立運転を行った際の
電圧・周波数の安定性が良好であることを確認し、災害時を想定

-

図-1 実証試験概略フロー図

図-2 横浜研究所マイクログリッド試験設備
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した電力供給技術を確立しました。
本研究は、2005年度から東京大学に設置している「ホロニッ

ク・エネルギーシステム学」寄附講座と連携しながら進めてお
り、諸学会やシンポジウムなどを通じて成果を発信しています。

3. 環境にやさしいガス工事

あらゆる産業界において3R活動など事の大小を問わず身近な
ことから低炭素社会の実現に向けた様々な取り組みがなされてお
り、ガス業界においても㈳日本ガス協会を主体に具体的な削減数
値目標（2030年＝CO 4800万 t）を掲げ、天然ガスの普及促進
等地球環境に配慮した施策を積極的に実施しています。東京ガス
グループでは「導管工事現場」にスポットを当て、微小ながらも
スケールメリットを活かした、「身近な業務から」「できることか
ら」を理念に地球温暖化効果ガスの削減に貢献し、さらにコスト
ダウンを兼ね備えた「装置とガス導管工事のやり方」を考案する
に至りました。
⑴ 開発の概要
通常のガス導管工事においては、①道路掘削工事、②本体工

事、③仮復旧工事を行い、自然転圧を行うために数週間経過した
後、④本復旧工事を実施しています。今回開発した環境負荷低減
型の工法は、小規模掘削工事の分野において、③仮復旧工事を省
略でき、1日で工事を終えることを可能とした「丸穴即日本復旧
工法」および従来は本復旧工事完了後に後工程で施工されていた
「白線引き工事」を本体工事施工当日に施工可能とした「速線力」
からなり、①道路掘削工事および④本復旧工事における作業車両
の削減、産業廃棄物の抑制、道路占用期間の短縮を可能とすると
共に、ガス工事の効率化を実現し、環境面に配慮した導管工事工
法が確立できました。
⑵ Rカッターの開発による「丸穴即日本復旧工法」
通常のガス工事は、本体工事完了時に仮復旧を行い、道路管理

者の指示により周辺舗装への影響範囲を考慮した上で本復旧工事
を実施しています。「オートボーリング工法」は丸穴掘削を可能
とし、本体工事完了後に即日での本復旧工事が認可され、道路占
用期間の短縮、掘削残土発生の抑制など多くのメリットを生み出
しました。しかし車載式であり丸穴掘削孔内での無人化施工を可
能とするための装置が大きく、駐車スペースの確保等、道路事情
に左右され適用率が年々減少傾向にありました。以上のような状
況下において、「丸穴即日本復旧」のメリットを損なうことなく、
円形掘削を可能とする次世代型丸穴カッターの開発が望まれてい
ました。
そこで、丸穴掘削孔内有人化施工による装置の簡素化と装置搭

載型専用車両の廃止を行い、従来の円形掘削工法であるオートボ
ーリング工法と異なる装置であって、同様の効果を可能とするコ
ンパス式の「Rカッター」（丸穴直径50cm～150cm、可変式）
を開発しました。「Rカッター」による丸穴切断作業状況を写真-
1、2に、及び丸穴掘削孔を活用した推進工事の概念図を図-3に

示します。
⑶ 簡易白線引き装置「速線力」の開発
「丸穴即日本復旧工法」において、掘削範囲内に道路標示物で

ある白線が存在した場合、現状の工法では後日、白線工事専門会
社に白線工事を別途発注し施工するため、即日本復旧とはならず
当該工法のメリットが失われている状況でありました。すなわ
ち、①工事落成までの工期が大幅に伸びます。②白線工事に伴う
経費を要します。③白線工事施工による車両移動等 CO、NO
の発生が伴います。丸穴掘削工事施工後の状況を写真-3に示し
ます。

掘削範囲内に白線が存在しても、施工当日に「いつでも、だれ
でも、簡単に」本白線の施工を可能とする白線引き装置「速線力」
を開発しました。施工対象延長を2m以内とし、溶融式白線引
き装置の不要な部分を装置本体から取り外し、材料出口だけで作
業員1名による「手引き」作業で施工を可能としたものです。白
線の材料は白線工事専門会社が使用しているものと同様のもので
あり、形成された白線は「本白線」です（写真-5)。

⑷ 環境に関する効果
工期と工程の短縮によって、従来の工事方法と比較し大幅に工

事車両の稼働台数削減が可能となるため、産業廃棄物および稼働
車両が発生する二酸化炭素他、地球温暖化効果ガスの発生を抑制
できる環境に配慮した工法です。

連 絡 先 〒230-0045 横浜市鶴見区末広町1-7-7（横浜研究所）

東京ガス株式会社

技術開発本部 基盤技術部長 横山知章

Tel:045-500-8800

E-mail:tomoyoko＠tokyo-gas.co.jp

写真-2 Rカッター刃

写真-1 丸穴切断作業

図-3 推進工事概念図

写真-3 丸穴掘削工

事施工後の状況

写真-5「速線力」の作業

写真-4 従来の白線

引き作業
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1. はじめに

2～10個の糖分子から構成されるオリゴ糖鎖（以下、糖鎖）は

様々な生理機能に関係しており、細胞の接着やシグナル伝達には

必須の役割を演じている 。糖鎖と蛋白質、細胞、ウイルスなど

との直接的な結合には、各々の糖鎖の特異的構造が重要であり、

構造明確な糖鎖を使用することが分子レベルでの解析には求めら

れている。

我々は、表面プラズモン共鳴（SPR）測定装置のセンサーチ

ップとして、糖鎖を固定化した金チップ（シュガーチップと命

名）を開発している 。SPRは分子間相互作用を解析する技術と

して広く使用されている。測定媒体である金属薄膜に光をある角

度から入射させると、金属薄膜の表面の表面プラズモン波と金属

薄膜に対して垂直方向のエバネッセント波が生じ、それらが共鳴

する。この現象を表面プラズモン共鳴現象と称し、金属固有の誘

電率や金属界面の屈折率の変化に影響されるので、反射光の強度

あるいは表面プラズモン共鳴角（共鳴が起こるときの反射角の角

度）の変化を測定することによって、界面で起こる変化を測定で

きる。したがって、解析対象物を蛍光剤などのプローブ分子で化

学修飾する必要がないため、相互作用解析が簡単に行え、化学修

飾による解析対象物の変化（変性）を考える必要がない。さらに

リアルタイムでの解析が可能となる。このような優れた特徴をも

つ SPRと我々が開発したシュガーチップを組み合わせた分析法

は、新薬開発に必須である網羅的解析をも可能とし、また新しい

検査・診断法となる可能性を有している。

2. シュガーチップ

糖鎖を SPRのセンサーチップである金薄膜チップ上に効率よ

く固定するために、最初に分子内環状 S-S結合を有するチオク

ト酸と芳香族アミノ基を有するリンカー化合物を開発した。芳香

族アミノ基は糖鎖の還元末端を還元アミノ化反応によって導入

し、効率よく糖鎖リガンド複合体を調製するためにデザインし

た。この糖鎖リガンド複合体の溶液に金チップを浸漬するだけで

Au-S結合によって簡単に糖鎖を固定化でき、シュガーチップを

調製した 。

シュガーチップに糖鎖が固定化されていることは、MALDI-

TOF/MS（アプライドバイオシステムズ社製）でシュガーチッ

プそのものを測定し、糖鎖リガンド複合体に相当する分子イオン

ピークが測定されたことによって確認した。30種類以上の異な

る糖鎖リガンド複合体が固定化されたシュガーチップ各々に対し

て、7種類の蛋白質との相互作用を SPR法で測定した。各々異

なる結合パターンが得られ、結合が観測された糖鎖-蛋白質の相

互作用については速度論的解析を行った。これらの結果から、シ

ュガーチップを用いれば、ある蛋白質と特定の糖鎖との相互作用

を迅速に解析できることが明らかとなった。

リガンド複合体が優れた特性を有しているので、次にアレイ型

のシュガーチップの作製を行った。図-1⒜のように、約1.5cm

のチップ上に最大96個の糖鎖を固定化することができた。これ

を用いて SPRイメージングを行った例を、図-1⒝に示す。結合

が見られると SPRイメージングで白く可視化されるので、光度

から結合量を定量化することもでき、蛋白質の特異的結合を迅

速・簡便に分析できる系を構築できた。このアレイ型シュガーチ

ップは蛋白質やウイルスなどの結合糖鎖のスクリーニングのよう

な網羅的な解析に使用している。

次に特定の糖鎖に対して解析対象物である蛋白質が結合するこ

とを SPRで観測した後、そのシュガーチップをそのまま用い

て、結合している蛋白質をMALDI-TOF/MSによって同定でき

るか検討した。この際、質量分析に用いるマトリックス溶液に、

シュガーチップに固定化している糖鎖の非還元末端と同じ単糖を

添加することによって、蛋白質をシュガーチップから遊離させ、

その結果感度良く蛋白質の分子イオンピークを測定できることを

見出した。まず未知の蛋白質を SPRで検出し、その後「未知」

の蛋白質を同定するという SPR/MS連続解析法を開発すること

ができた。

3. 糖鎖固定化金ナノ粒子（SGNP）

SPRは上述したように非常に優れた分析法であるが、その測

定には高額な機器を使用せねばならず、ベッドサイドや農場とい

ったアウトドアで使用することはできない。そこで、金チップに

糖鎖を固定化した方法を金ナノ粒子に応用し、on-siteで解析が

可能な技術を開発した 。金ナノ粒子は、数 nm～百 nmの粒子

径を持ち、プラズモン吸収と呼ばれる現象により赤色～赤紫色を

呈するコロイド溶液を形成する。

塩化金ⅢナトリウムからNaBH を還元剤に用いて金ナノ粒子

を調製する際に、前述の糖鎖リガンド複合体を混合し、糖鎖リガ

ンド複合体中の Sと金ナノ粒子のAuとの間にAu-S結合を形成

させることによって水中で均一に分散する糖鎖固定化金ナノ粒子

（SGNPと総称）を得た。SGNPの水溶液はプラズモン吸収によ

■トピックス

シュガーチップと糖鎖固定化金ナノ粒子（SGNP）
――糖鎖と蛋白質やウイルスとの結合相互作用を

解析するための新しい分析ツール――

鹿児島大学大学院理工学研究科ナノ構造先端材料工学専攻 教授

㈱スディックスバイオテック 代表取締役 隅田 泰生
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り赤紫色を呈し、最大吸収波長は520～540nm、粒子径は2～10

nmであった（図2）。SGNPに固定化している糖鎖に特異的に

結合する蛋白質（レクチン）を混合すると、直ちに蛋白質の濃度

依存的に SGNPの凝集が起こり、溶液の赤紫色は消失して（図

3）、相互作用を目視で観察することが可能となった。この際ナノ

粒子に由来する540nm付近の吸光度を測定すれば定量解析も可

能である。また、凝集塊に SGNPに固定化している糖鎖の還元

末端と同じ単糖を加えることによって、凝集塊を解離させ、レク

チンを定量的に回収することも可能であった。さらに、SGNP

はドットブロティング（蛋白質をニトロセルロース膜にスポッ

ト）のプローブとしても使用できた。

4. シュガーチップおよびSGNPの検査・診断技術への

展開例：A型インフルエンザウイルス株の迅速分類

A型インフルエンザウイルス表面には赤血球凝集素ヘマグル

チニン（Hemagglutinin;HA）とノイラミニダーゼ（Neura-

minidase;NA）という糖蛋白質があり、HAには15の亜型が、

NAには9つの亜型が報告されている。HAとNAは様々な組

み合わせがあり、ヒト以外にもブタやトリ、ウマなどに感染する

ウイルス株に存在している。ウイルスはHAとNAの抗原性を

変化させ続け、巧みに免疫機構から逃れている。最近、トリ型イ

ンフルエンザウイルスのヒト型への変異が恐れられている。トリ

型インフルエンザウイルスのHAが認識するレセプターは、α2-

6結合のNeu5Acを持つシアル酸含有糖鎖であるのに対して、

ヒトインフルエンザウイルスのHAは、α2-6結合のNeu5Ac

を持つシアル酸含有糖鎖であることが知られている。さらにヒト

型インフルエンザウイルス（A/H3

N2）は、シアル酸を含む三糖構造に

対して株毎で異なった親和性で結合す

ると報告されている 。この報告は、

シアル酸含有糖鎖を固定化したシュガ

ーチップあるいは SGNPを用いてイ

ンフルエンザウイルスを検出し、さら

に区別化することができれば、ウイル

スの流行株とワクチン株との整合性を

タイムリーにチェックできる、またト

リ型からヒト型への変異を世界中で調

査することができる可能性を示唆して

いた。そこで8種類の糖鎖を選択し、

様々な株のインフルエンザウイルスの

結合パターンをシュガーチップを用い

て比較検討した （図-4）。ヒト由来

のウイルスは、α2-6結合のNeu5Ac

を持つシアル含有糖鎖により強く結合

し、一方、水鳥由来のウイルス株は、

Fig.2 TEM images of SGNPs
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Fig.3 Detection of sugar chain-protein interaction
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α2-3結合のNeu5Acを持つシアル含有糖鎖により強く結合す

ることが再確認され、さらに末端のシアル酸だけではなく、それ

を含む三糖構造を認識していることも明らかになった。変異が激

しく特異的モノクローナル抗体を得ることが難しいA型インフ

ルエンザウイルスの超迅速検査法として本法を応用するべく、さ

らに開発研究を進めている。

一方、α2-6結合のNeu5Acを持つシアル含有糖鎖を固定化

した SGNPはヒト型のインフルエンザウイルスと特異的に凝集

塊を作ることが分かった（図-5）。また、α2-3結合のNeu5Ac

を持つシアル含有糖鎖を固定化した SGNPは、α2-6結合の

Neu5Acを持つシアル含有糖鎖を固定化した SGNPに比べてよ

り多く、トリ型に変異したためワクチンとしては使用できなくな

ったインフルエンザウイルスに結合することが透過型電子顕微鏡

（TEM）で観測された。そこで、SGNPをウイルスの捕捉剤と

して利用し、ウイルスを特異的に濃縮する試薬としての応用を検

討した。図-6にはヒト単純ヘルペスウイルス（HHV-1）を用い

た実験結果を示す。培養したHHV-1と硫酸化多糖ヘパリンを

固定化した SGNPと混合し、精製した凝集塊から DNAを抽出

して、リアルタイム PCRに供した（図-6⒜）。SGNPを加えな

い場合に比較して、10サイクル程度速くHHV-1由来の DNA

が検出された。すなわち、SGNPによって約1000倍（2 ）にま

で濃縮が可能であった（図-6⒝）。さらに、捕捉され濃縮された

ウイルスは細胞に対する感染性を失っていないことも明らかとな

った（図-6⒞）。この系は、ウイルスベクターの濃縮など、再生

医療の分野にも応用可能であることも分かり、現在精力的に開発

研究を進めている 。
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ご 案 内
■IUMRS-ICA2008:The IUMRS Interational Conference in

 
Asia 2008（国際MRS連合アジア国際会議）

日時 2008年12月9日(火)～13日(土)
会場 名古屋国際会議場（名古屋市熱田区熱田西町1-1）
詳細 http://www.iumrs-ica2008.jpまたはhttp://www.mrs-j.org
主催：日本MRS（Materials Research Society of Japan

（MRS-J））
共催：International Union of Materials Research Society

（IUMRS）
Chinese Materials Research Society（C-MRS）
Materials Research Society of India（MRS-I）
Materials Research Society of Korea（MRS-K）
Materials Research Society of Singapore（MRS-S）
Materials Research Society of Taiwan（MRS-T）

組織委員長：名古屋大学エコトピア科学研究所 高井治
問合せ先：Secretariat for IUMRS-ICA2008, Inter Group Cor-

poration, 2-38-2, Meieki, Nakamura-ku, Nagoya 450-
0002,Japan

 
Phone:＋81-52-581-3240, Fax:＋81-52-581-5585
E-mail:iumrsica2008＠intergroup.co.jp

 
IUMRS-ICA2008は、材料研究の最先端で活躍する研究者や

技術者を世界中から広く募集・招聘し、横断的研究交流を図りま
す。さらに、あらゆる材料研究分野に焦点を当て、アジアの材料
研究を世界に向けて強く発信します。なお、本会議は40のシン

ポジウムからなり、全参加者数は1500人以上となる見込みです。
講演概要申込：http://www.iumrs-ica2008.jp
参加登録費：
事前登録（11月17日(月)締切）
国内参加者
MRS-J会員・協賛学会会員 50,000円 非会員 60,000円

海外参加者
各MRS会員・協賛学会会員 50,000円 非会員 55,000円

学生（国内/海外）
MRS-J会員・協賛学会会員 20,000円 非会員 23,000円

バンケット：10,000円
■Trans.of the MRS-J,Vol.33,No.2,June2008
昨年9月5日から8日に開催された、The 17th IKETANI

 
CONFERENCEの中の The Doyama Symposium of Advanced

 
Materialsの論文44報に加えて、
セッション C:Self-Assembled Materials IX:6報
セッションM :Gels－Science, Technology, and Their Indus

 
trial and Biological Applications:17報

-

セッションO:Nature Tech:5報
合計72報です。

詳細：東京工業大学大学院理工学研究科鶴見研究室 伊井さとみ
（〒152-8552東京都目黒区大岡山2-12-1-S7-2、
tel:03-5734-2517、fax:03-5734-2514）

■Mission of MRS-Japan and the Benefits―Community to
 

create worldwide colleagues starting from a single―
…p.1…………………………………………………………………

Dr. Naoki KISHIMOTO, President of MRS-Japan
 

Managing Director, Quantum Beam Center, National Institute
 

for Materials Science
 

The mission of MRS-Japan is to promote progresses of
 

academic and applied sciences, and innovations of advanced
 

materials, through the trans-and interdisciplinary research
 

activities by the specialists of the science and technology. The
 

interdisciplinary coordinated cooperation among the special-
ists all over the fields is indispensable to solve the environment

 
and energy issues, etc. with which the humankind is now

 
confronted,and to attain the sustainable economic society with

 
safe and comfortable life.
What should MRS-Japan do during such a turbulent age? I

 
have an experience to have been saved by MRS-Japan:At

 
first, I had been dedicated to nuclear materials, to meet the

 
national needs. Then the age was converted to fundamental

 
and functional materials research. I was “designated for

 
assignment,”out of the nuclear material club. To make the

 
best use of the past experiences and tools, the next direction

 
was settled to “Creation of metal-nanoparticle composites by

 
ion beams and the ultra-fast nonlinear optics.” Although we

 
reported our results to the existent domestic societies, the

 
discussion did not engage and we were alike“ugly ducklings.”
Then, we timidly proposed an interdisciplinary symposium,
which was promptly admitted by MRS-Japan. Now,the sym-
posium has increased the clientele,and has become unique in

 
biomaterial irradiation and nanofabrication with ion beam

 
technologies. Nowadays, international colleagues have also

 
joined the community by virtue of international connections

 
with IUMRS.
The MRS-Japan thus offers a community of the

 
participation-type and a friendly stage,without inappropriate

 
authority or prejudices. Propose a symposium by yourself

 
starting from one participant, and you will make colleagues

 
later on all over the world. The answer will be surely found.
■Environmental Technology and Research in Yokohama

 
Research Institution,Tokyo Gas Co.,Ltd. p.2………………

Mr. Tomoaki YOKOYAMA, General Manager, Fundamental

 

Technology Department, Technology Development Division,
Tokyo Gas Co., Ltd.
The new Institution was launched 2006 at Tsurumi,

Yokohama. The centralized research organization expedites
 

effective technology development:research areas include the
 

microgrid system which integrates use of fuel cell,photovoltaic
 

power generation, wind power generation, storage battery,
etc., and the cascade use of biomass, in which bio-gas and

 
bio-ethanol are recovered from refuses such as garbage.
■Sugar Chip and Sugar-Chain Immobilized Gold Nanoparticle
(SGNP):Novel Bio-tools toward a Diagnosis for Viruses

 
p.4……………………………………………………………………

Prof. Dr. Yasuo SUDA, Department of Nanostructure and
 

Advanced Materials, Kagoshima University,& SUDx-Biotec
 

Corporation
 

Sugar-chains are responsible for many biological functions
 

and play crucial roles in cellular binding and signaling.
Specific structural attributes of the sugar-chains determine

 
their biological functions through distinct binding interactions

 
with proteins, cells, or viruses. We first developed a sugar-
chain immobilized gold-coated chip (named Sugar Chip)for

 
the sensor chip of Surface Plasmon Resonance(SPR)appara-
tus. SPR is a very powerful tool for the real-time study of the

 
specific interactions between biological molecules since the

 
experiment can be done without any labeling of targets. The

 
combined method with Sugar Chip and SPR would possess high

 
potential for a high-throughput screening of new drug discov-
ery or for a novel diagnosis. Various sugar-chains were im-
mobilized on chips and their interactions with proteins or

 
viruses were systematically evaluated. This method is now

 
being applied for the quick discrimination of influenza virus

 
strains.
Using our immobilizing technology, we then developed

 
sugar-chain immobilized gold nano-particles (SGNP)for the

 
electricity free visual detection system. Also SGNP captured

 
viruses through the binding interaction between sugar-chains

 
on SGNP and proteins on virus surface. Using the property,we

 
are establishing a highly sensitive detection system with a

 
combination of PCR and an on-site diagnosis kit for viruses.
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編 後

集 記

求人倍率の高さに反比例するかのように内定率が低下している。本学のみが抱える問題なのであろうか。

過日「学生生活と就職活動、仕事の実際」と題して第5回目の卒業生によるワークショップを開催した。在学生に対す

るアンケートの結果では、約9割が「有意義であった」「将来を考えるのに役立った」と答え、「先輩かっこいい！」と答

えているにもかかわらず、「このような仕事をしてみたいと思う」のは2割に満たない。就職しなくても生活が成り立つことも背景に

あろう。しかし、選択肢が多すぎて、決められない、面倒、と思ってしまう学生もいる。話しは飛ぶが、先日、澤地久枝さんのご講演

を聞く機会を得た。「婦人公論」の編集次長を最後に本格的な作家活動に入られた同氏は、ちょうど母と同年であるが、面と向かって

お話させていただくとこちらが臆してしまう眼の光を持っておられた。当時、女性が職業を持つことはとても難しかったことであろう

と思う。使命感を持って仕事をなさってこられたのだと確信した。今と昔、学生にとってどちらが幸せなのだろうか。

(小棹理子)
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